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開 催 日：平成 29 年 10 月 29 日(日) 

開催場所：玉生運動広場 
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ふるさと高原山を愛する集い 

～ふるさとを思い、高原山麓での保全活動をみんなで考えよう～ 

 

ふるさと高原山を愛する集い実行委員会 市川 貴大 

 
 第５回ふるさと高原山を愛する集いを平成２９年１０月２９日（日）に玉生運動広場に

て開催するために例年以上に検討を重ねてまいりましたが、台風２２号の接近により、催

し物は中止とし、当日は食材や冊子等の配布を旧玉生中学校体育館にて実施しましたので、

報告いたします。 

 

 船村徹先生が２０１７年２月１６日にご逝去されました。今年こそは船村徹先生をお呼

びしようと実行委員会の中で話し合っていただけに、本当に残念なことでした。 

そこで、今年のふるさと高原山を愛する集いは実行委員でできる範囲内での追悼をしよ

うということになり、準備を開始しました。ただし、町主催の船村徹先生追悼式典（仮称）

との兼ねあいで数か月程度連携の可否について検討したうえで、別々に開催することとな

り、募集を１か月程度遅らせました。プレスリリースは９月１２日に行い、記者の皆様に

ご対応いただきました。今年はこれまでの参加者にチラシを郵送でお送りしたところ、反

響良く、会長の努力もあり、一般申込が８３セットになりました。 

 

表 ふるさと高原山を愛する集い実行委員会による事前準備 

年月日 参加者数 場所 内容

2017年3月19日 8名
星ふる学校
「くまの木」

・第4回の実施を確認
・バーベキューの実施
・山開き、ハイキング、写真展の検討

2017年4月23日 11名
星ふる学校
「くまの木」

・集いの実施方法の確認
・山開きについて
・サクラ植樹について

2017年5月20日 9名
上寺島

活性化施設

・サクラ植樹について
・写真展について
・第2回「山の日」記念全国大会連携イベント助成金採択

2017年6月24日 7名
上寺島

活性化施設

・集いの単独実施の決定
・集いの具体的検討・出演者への打診
・写真展について

2017年7月29日 11名
道の駅湧水
の郷しおや
交流館

・出演者の決定・後援の打診について
・ハイキングの検討状況
・高木響正アドバイザーによる講演

2017年8月27日 13名
上寺島

活性化施設

・来賓の打診、冊子の作成について
・地域商品研究について
・ハイキングについて

2017年9月30日 10名
上寺島

活性化施設

・来賓、バーべキューセット、会場の確認
・申し込みは30.5セット。チラシの郵送は効果あり。
・練習を行う、前日・当日の確認

2017年10月28日 12名
玉生

運動広場

・緊急ミーティング、催しものの中止決定
・すべての参加者に電話連絡
・配布資料・お茶の仕分け準備



 今年は第２回「山の日」記念全国大会が栃木県那須町にて開催されることから、連携イ

ベントとして、高原山を愛する集いをはじめ、高原山山開き、ハイキングや写真展、登山

道のササ刈り等も実施しましたので、ご紹介します。 

 尚仁沢はーとらんどから西平岳登山口付近まで

塩谷町のバスにて３回に分けて移動しました。   

 受付では、缶バッチや尚仁沢はーとらんどで使

える５００円券等を参加者４６名に配布しました。

尚仁沢はーとらんど６：４０発は市川貴大、７：

２０発は青木修司、８：００発は倭文廣が班長と

なって３班体制で釈迦ヶ岳をめざしました。前山

手前と釈迦ヶ岳手前の上り、西平岳登山口までの

下りは休憩をこまめにいれたところ、３班とも脱

落者がでませんでした。釈迦ヶ岳山頂では、３班が合流した時点で、見形和久会長から「登

山道の整備をぜひ続けてほしい」、また、倭文隊長から「①素晴らしい山頂からの景色を見

てもらいたい、②尚仁沢はーとらんどを活用しよう、③最終処分場問題への反対運動につ

いて理解してほしい」というあいさつをいただいた後、「山の日」PR を兼ねた記念撮影を

行いました。下山後、尚仁沢はーとらんどでは４４枚（利用率９１．７%)が使われ、ジェ

ラートや飲み物等を堪能されていました。 

 

 私たちの心の拠り所である高原山麓で写した素

晴らしい写真やメッセージを尚仁沢はーとらんど

２Ｆにて、７月１５日（土）～８月１２日（土）

まで展示しました。 

写真展は、しおや写真サークル「あそぼ」の関

連する方々１１名から出品され、３５点を展示さ

れました。また、「山の日」PR ということで、ポ

スター、チラシの展示、日本山岳ガイド協会発行

の安全登山ハンドブックの配布なども実施しまし

た。今年は反響も良く来場者名簿に５３名の方に記帳いただきました。 

 

 ふるさと高原山を愛する集い実行委員会主催、

塩谷町共催、一般財団法人全国山の日協議会が後

援の「イヌブナ自然林ハイキング」が９月３０日

（日）に開催され、２８名が参加しました。 

宇都宮大学谷本𠀋夫名誉教授からイヌブナが群

生する場所にて、長い年月にわたり保全されてき

た背景等について解説をいただきました。そして、



イヌブナをバックに参加者の皆様とともに、「山の日」の横断幕を掲示し、アピール活動を

行いました。 

今回のコースは何度も下見を行い、なるべく問題の発生しないルートにて実施しました。

一部沢を下る部分がありますが、参加者の皆様ほぼ問題なく下ることができました。 

 

 船村徹先生を追悼するため、雑誌「しもつけの

心」にて船村徹先生に捧げた文章をはじめ、当会

副会長で船村徹先生の同級生でもある谷畑方夫さ

んの道の駅湧水の郷しおやでの「船村徹ふるさと

会コーナー」などの取組についての紹介、ふるさ

と高原山を愛する集い当日のパンフレットを冊子

としてまとめました。 

当冊子は、バーベキュー申込者に配布後、道の

駅湧水の郷しおやの船村徹ふるさと会コーナーに

て配布したところ、予想をはるかに上回る反響となり、改めて船村徹先生の偉大さを感じ

ました。 

 ９月１０日（日）、青木修司さん、倭文廣さんと

筆者にて、イヌブナ自然林ハイキングのための下

刈りを実施しました。予想以上にヒルが少なくホ

ッとしました。高原山登山道入口から一周できる

コースができました。 

１１月１７日（金）に高原山登山道のササ刈り

を実施しました。青木修司さん、倭文廣さんと３

名で行いました。天候はまずまずでしたが、中腹

部では雪がちらほらし、また、地面は凍ったまま

で寒いです！釈迦ヶ岳に迫るも、手前のイラモミ

林で１４：３０となり、日暮れを考えるとこれ以

上の進軍は控えるべきと判断し、下山しました。

前山の奥で、登山道がわからないくらいササが繁

茂していました。かなりのところでシカの食害が

目立つようになっていますが、まだ被害が少ない

部分があるようです。来年はもう少し早い時期に

実施したいと思います。 

 

 

 

 



 台風２２号が近づき、停滞前線による雨も回避できそうもないため、１３時に緊急ミー

ティングを行いました。 

 悪天候時には１１時から１３時にかけて旧玉生

中学校体育館にて食材等を配布することとなって

いますが、午前の部だけでも催し物を体育館で実

施するのか検討しました。見形会長から、大雨が

予想される中、バーベキューの食材を取りに来ら

れる方はすぐに戻ってしまうだろうから、来客は

見込めないのではないかということで、催し物は

実施しないことに決定しました。そして、実行委

員手分けしてバーベキュー申込者、出演者、来賓

等に電話連絡をしました。さらに、配布用の資料とお茶等を袋に入れる作業を全員で行い

ました。来年は悪天候時のときの対応がしっかりできるよう、準備をしなければならない

ことを学びました。 

 

 前日、バーベキュー申込者に１１～１３時に食

材等を配布する旨を連絡しておきましたので、ほ

とんどの方がお越しになられました。 

 山久さんから食材が届いたら、実行委員１６名

総動員で仕分け作業を行いました。 

 塩谷町内では雨でもできるところでバーベキュ

ーをやる方が多いそうで、また、会場内で仕分け

をされるなど、素晴らしい対応の方々だらけで感

動いたしました。参加者の中には「家族でバーベ

キューをしたくて申し込みました」とか、「えひめ

憲一さんのステージを見たかった」等々、心温ま

るコメントも賜りました。なんと、えひめ憲一さ

んも雨の中駆けつけてくださいました。本当にあ

りがとうございます。 

 緑化推進のために準備されたロウバイとヤマグ

リの苗木も希望者に配布されました。ロウバイが

人気でした。 

  

 谷畑副会長が、船村徹先生がお越しの際は常に天気が良かったエピソードを披露され、

今日の雨は『涙雨』だとおっしゃられましたが、そのとおりだと思いました。初めての悪

天候による催し物中止ということで、出演者の皆様には船村徹先生が作曲された曲を猛練

習していただいた経緯もあり、本当に残念ですが、来年にリベンジしたいと思いますので、



どうぞよろしくお願いいたします。また、来賓の方々には連絡が少し遅れました。バーベ

キュー申込者を最優先に連絡したとはいえ、来賓の緊急連絡先についても準備する必要が

あることを痛感いたしました。反省する部分は反省し、来年「ふるさと高原山を愛する集

い」を開催したいと思いますので、今後とも皆様のご協力とご参加をどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

（備考） 

・ふるさと高原山を愛する集い実行委員参加者 

見形和久会長、谷畑方夫副会長、漆原敬、小野﨑保男、手塚一信、宇賀神一雄、青木修

司、和気仲男、斎藤カツ、倭文廣、中山信子、沼尾和史 

市川貴大（事務局長）、黒田明典（塩谷町役場山の日担当）、近藤太一郎（塩谷町地域

おこし協力隊） 

 

・協力団体 

 塩谷町役場、高原山の自然を守る会、船村徹ふるさと会、花の会、塩谷町写真サークル

「あそぼ」、高原山神社、くまの木里山応援団、とちぎ農林倶楽部 

 

・ご協賛（ご協賛賜り厚く御礼申し上げます） 

 とちぎ音の会、ぶんちく、バリアフリー鉄道農園「風だより」 

 

・冊子「船村徹先生の想いをつなぐ」は第２回「山の日」記念全国大会連携イベント助成

金により作成しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真は市川貴大撮影） 

（この報告については雑誌しもつけの心にて連載予定です） 


